
第１７次調査の概要

○調査面積　５２５㎡
○調査期間　平成２８年８月１日～１１月下旬（予定）
○調査主体　鳥取県埋蔵文化財センター
○調査目的    （１）「中心域」内部における集落機能の確認
　　　　　　（２）西側区画溝（SD11）の走向・規模の確認

　鳥取県埋蔵文化財センターでは、史跡整備に必要な情報を得ることを目的として、青谷上寺地遺跡の弥
生時代後期後葉（２世紀後半頃）の集落の様子を明らかにするための発掘調査を継続して行っています。
　今年度の第１７次調査区は、弥生人の活動の舞台となった「中心域」と呼ばれる集落の中心部分に位置
しています。この「中心域」では、過去の調査でたくさんの出土品が見つかっていますが、どのような建
物が建っていたのかについてははっきりとわかっていません。
　今年度の調査は、この「中心域」にどのような建物があり、弥生人がどのような活動を行っていたのか
を確認することを目的としています。現時点で奈良時代頃まで調査が進んでおり、調査区四周の排水溝を
掘り下げた土からは弥生・古墳時代の遺物が出土しています。

第１７次調査の目的

弥生時代終わりごろ（1,800 年前）の青谷平野の様子
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【注目の出土遺物】

【まとめ】

第１7 次調査区の位置

（１）銅鏃（青銅製の矢じり）

（２）玉類

銅　鏃

ガラス小玉、ガラス管玉

ガラス加工途中品
（長さ約８ミリ）

とっとり弥生の王国

近畿地方に多いタイプ

ガラス勾玉の作り方

鋳型 →

SD11

古代の幹線道路（山陰道）
想定ルート


